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野村和宏 (Kazuhiro NOMURA) 
 

履歴・研究業績 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 履履歴歴 
学学歴歴 
1974 年 4 月 神戸市外国語大学外国語学部英米学科入学 
1978 年 3 月 同 卒業 
1978 年 4 月 神戸市外国語大学大学院外国語学研究科修士課程英語学専攻入学 
1980 年 3 月 同 修了 
 
職職歴歴 
1980 年 4 月 帝塚山学院短期大学英文専攻非常勤講師 
1981 年 4 月 同 専任講師 
1989 年 4 月 同 助教授 
1992 年 4 月 流通科学大学情報学部経営情報学科助教授 
1997 年 4 月 同 教授 
1999 年 4 月 流通科学大学サービス産業学科教授 
2001 年 4 月 流通科学大学観光生活文化事業学科教授 
2004 年 4 月 神戸市外国語大学外国語学部英米学科教授 
2021 年 3 月 同 定年退職 
 
2. 主主なな業業績績、、教教育育、、社社会会活活動動 
著著書書 
2002 年『オーラル・コミュニケーションの理論と実践―プロセス重視の新しい

英語教育』三修社 (共編著) 

神戸外大論叢 第 74 巻（2021）



24

2 
 

2007 年『高等教育における英語授業の研究―授業実践事例を中心に』松柏社 (共
編著) 

2008 年『英語リフレッシュ講座』大阪大学出版会 (共著) 
2010 年『英語授業デザイン―学習空間づくりの教授法と実践』(英語教育学大系

第 11 巻) 大修館書店 (共著) 
2013 年『オーラル・コミュニケーションの新しい地平』文教大学出版 (共編著) 
 
項項目目執執筆筆 
1980 年『英語基本動詞辞典』研究社 (項目執筆) 
1981 年『Current Vocabulary for Language Learning and Language Laboratory』

(項目執筆) 
1994 年『外国語教育理論の新事実―海外の最新動向』エデュカ(項目執筆) 
1989 年『英語基本形容詞・副詞辞典』研究社 (項目執筆) 
1993 年『小学館ランダムハウス英和大辞典』第 2 版 小学館 (項目執筆) 
2001 年『英語基本名詞辞典』研究社 (項目執筆) 
2003 年『応用言語学辞典』三省堂 (項目執筆) 
2007 年『ことばと認知のしくみ』三省堂 (項目執筆) 
 
論論文文 
1981 年「A Study of Too―With Reference to Its Usage as a Conjunct」帝塚山学

院短期大学『研究年報』第 29 号 
1981 年「A Study of Even」『言語研究の諸相』小西友七教授還暦記念論文集 
1983 年「Just about Just Meaning ‘Just’」帝塚山学院短期大学『研究年報』第 31 号 
1985 年「現代英語のハイフン表現について」帝塚山学院短期大学『研究年報』

第 33 号 
1986 年「分詞の形容詞化と very による修飾について」帝塚山学院短期大学『研

究年報』第 34 号 
1987 年「スポーツ放送英語の音声的特徴―アメリカン・フットボールの場合」

帝塚山学院短期大学『研究年報』第 35 号 
1994 年「マルチメディア時代の LL を考える」『LLA 関西支部研究集録』第 5 号 
1994 年「語学教育に生かすミニディスク編集の実際」『語法研究と英語教育』第

16 号 山口書店 
1996 年「LL によるこれからのリスニング指導」『LL 教育研究』 
1997 年「ミニディスクを活用した英語授業」『ことばとコミュニケーション：外

国語教育研究へのニューアプローチ』英潮社 

野村　和宏
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1997 年「HTML による語学教材作成の試み―疑似双方向通信による遠隔教育の実

現を目指して」『流通科学大学論集―人文・自然編』第 9 巻 東淳一、野村和宏 
1998 年「イントラネットに対応した HTML における語学教材作成の必要性」『こ

とばの心理と学習―河野守夫教授退職記念論文集』金星堂  東淳一、野村和宏 
2000 年「 Curve Estimation of Students’ Overall Self-Evaluation and Scale 

Validation on the English Study Abroad 99」『流通科学大学論集―人文・自然

編』第 13 巻 伊澤廣行、野村和宏 
2001 年「大学の外国語教育における形成的学習評価とフィードバック」『流通科

学大学論集―人文・自然編』第 14 巻 野村和宏、対馬輝昭、中川典子 
2004 年「Be Prepared to Speak: A Step-by-Step Video Guide to Public Speaking

にみられるパブリック・スピーキング論」『神戸外大論叢』第 53 巻 
2008 年「映像を通した自己観察による教室の気づきと成長」『教室の成長に寄与

する外国語授業研究法の開発と重層的データベースの構築』神戸市外国語大学

外国語学部 
2009 年「英語スピーチコンテストの課題―より教育的な活動とするために」『神

戸外大論叢』第 60 巻 
2010 年「高大連携を活用した互恵的教員養成の試み」『神戸外大論叢』第 61 巻 
2011 年「パブリック・スピーカーとしての教師―自信と存在感をかもしだすた

めに」関西国際大学『コミュニケーション研究叢書』第 9 号 
2012 年「マクロタスクに基づくパブリック・スピーキング能力の養成」『神戸外

大論叢』第 62 巻 
2013 年「コンテストスピーチのレトリック―Logos, Pathos, Ethos と Audience 

Involvement」『神戸外大論叢』第 63 巻 
2015 年「英語リーディング授業の展開―読解からライティング、プレゼンテー

ションまで」『神戸外大論叢』第 65 巻 
2019 年「スピーキング指導―教室でのスピーキング活動からスピーチコンテス

トまで」『和歌山県高等学校教育研究会英語部会会誌』 
2019 年「表現力と「聴衆」の存在―コミュニケーション能力を高める舞台発表

の可能性―」『名古屋外国語大学論集』(5) ムーディ美穂、浅野享三、野村和宏 
2019 年「自律的学習を促す形成的学習評価とポートフォリオの活用」『神戸外大

論叢』第 71 巻 
2020 年「音声メディアの変遷と外国語教育への活用」『神戸外大論叢』第 72 巻 
2020 年 An Acoustic Study of Communication Apprehension during English Oral 

Presentations by Japanese University Students. English Language Teaching, 
Vol.13, No.8 中村弘子、野村和宏、佐伯林規江 

野村 和宏先生　履歴・研究業績
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雑雑誌誌寄寄稿稿 
1984 年「Usage の説明」『英語教育』大修館書店 
1993 年「ミニディスクの語学教育への応用―その限りない可能性を求めて」『英

語教育』大修館書店 
1996 年「教材探しのコツ―音声・映像」『英語教育』大修館書店 
1996 年「アメリカ放送メディアによる体感英語学習法―MD・CC の効果的な活

用法」『LL ホットライン』ビクター株式会社 
1997 年「英語スピーチの技術」「人気のマルチメディア CD-ROM の可能性を探

る」『CAT』アルク 
1998 年「英語学習メディアの変遷―より効果的なメソッドをめぐって」『CAT』アルク 
1999 年「授業に学ぶ喜びを―Gradebook を活用した形成的学習評価の試   

み」『英語教育』大修館書店 
 
教教科科書書、、教教材材等等 
1995 年～2001 年「トーク・トーク・トーク」「おしゃべりライブ」「とーく・ト

ーク・Talk」『アクティブ・イングリッシュ』月刊誌連載解説 
1995年～1998年「英語に強くなる新着CD-ROM」「英語学習に役立つCD-ROM」

『イングリッシュ・ネットワーク』月刊誌連載 
1998 年『English King』英語通信教育講座 監修 アルク 
1998 年『Departure A』『Departure B』文部科学省検定高等学校オーラル・コミ

ュニケーション英語教科書 大修館書店  共著 
1998 年『Fresh English I』文部科学省検定高等学校英語教科書 第一学習社 共著 
1999 年『英語おしゃべり実況ライブ』アルク 編集部との共著 
1999 年『ジュラシック・パーク』『エイリアン』『メン・イン・ブラック』シネマ

シナリオシリーズ 解説執筆 
1999 年『Fresh English II』文部科学省検定高等学校英語教科書 第一学習社 共著 
2000 年『ザ・ロック』『あなたが寝てる間に』『クリムゾン・タイド』『プリティ・

ウーマン』『今を生きる』シネパワーシリーズ アルク 共編著 
2001 年『バックドラフト』『スティング』DVD シネパワーシリーズ アルク 共編著 
2003 年『Voice I』文部科学省検定高等学校コミュニケーション英語教科書  第

一学習社 編集代表 
2004 年『Voice II』文部科学省検定高等学校コミュニケーション英語教科書  第

一学習社 編集代表 
2007 年『Voice I』(New Edition) 文部科学省検定高等学校コミュニケーション英

語教科書  第一学習社 編集代表 

野村　和宏
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2012 年『オバマ大統領再選勝利演説』コスモピア「オバマ大統領再選勝利演説

に見る言葉の力」(pp.22-25)、「第 3 回テレビ討論」(pp.118-119) 
2013 年『Perspective I』文部科学省検定高等学校英語コミュニケーション教科書  

第一学習社 編集代表 
2014 年『Perspective II』文部科学省検定高等学校英語コミュニケーション教科書  

第一学習社 編集代表 
2015 年『Perspective III』文部科学省検定高等学校英語コミュニケーション教科書  

第一学習社 編集代表 
2017 年『オバマ傑作演説集』コスモピア「オバマ大統領に学ぶスピーチの技法」

(pp.184-188) 
2017 年『オバマ大統領真珠湾平和演説』コスモピア「広島と真珠湾、そして世

界をつなぐオバマ大統領の視座」(pp.92-98) 
2017 年『Perspective I』(New Edition) 文部科学省検定高等学校英語コミュニケ

ーション教科書  第一学習社 編集代表 
2017 年『マーク・ザッカーバーグの英語』コスモピア「ザッカーバーグ氏のハ

ーバード大学卒業式演説から学ぶもの」(pp.6-11) 
2018 年『Perspective II』(New Edition) 文部科学省検定高等学校英語コミュニケ

ーション教科書  第一学習社 編集代表 
2019 年『Perspective III』(New Edition) 文部科学省検定高等学校英語コミュニ

ケーション教科書  第一学習社 編集代表 
2020 年『Active Listening 1』『Active Listening 2』第一学習社 全体監修 
2021 年『Active Listening 3』第一学習社 全体監修 
 
口口頭頭発発表表 
1993 年「ミニディスクを利用した LL」語学ラボラトリー学会関西支部春季研究大会 
1993 年「Prosodic Features Concerning Elucidation of Semantically Stressed 

Word and Syntactic Boundaries in English and Japanese」10th World Congress 
of Applied Linguistics in Amsterdam 

1993 年「パブリック・スピーキングとリーダーシップの指導」大学英語教育学

会第 32 回全国研究大会「私の授業」 
1994 年「自己表現としてのパブリック・スピーキングの教育的効果」大学英語

教育学会第 33 回全国研究大会 
1994 年「ミニディスク(MD)によるオリジナル教材の録音・編集・活用」ことば

の科学研究会 
1995 年「海外語学研修の新形態 IEP―教室から離れて」大学英語教育学会第 34

野村 和宏先生　履歴・研究業績



28

6 
 

回全国研究大会 
1996 年「語学教育における MD(ミニディスク)―3 年間の実践と今後の展望」語

学ラボラトリー学会第 36 回全国研究大会 共同発表 
1996 年「Web 用ブラウザを利用した Apple Talk 環境でのヒアリング教材開発の

試み」語学ラボラトリー学会第 36 回全国研究大会 共同発表 
1996 年「オーラル・コミュニケーション C 指導の理論と実際」シンポジウム司

会、提案、発表デモンストレーション 大学英語教育学会第 35 回全国研究大会 
1997 年「Development of Simple Campus Intranet Courseware of English as a 

Foreign Language for Japanese Learners」WebNet96 World Conference of the 
WWW, Internet & Intranet in Toronto 共同発表 

1999 年「形成的成績評価とフィードバックの教育的効果」語学ラボラトリー学

会関西支部春季研究大会 
2001 年「外国語授業をどうするか―変わる学生、変わらない学生」外国語教育

メディア学会関西支部大学授業研究会 
2001 年「レコード、カセットから MD まで―外国語教育に活用する音声メディ

ア」外国語教育メディア学会関西支部大学授業研究会 
2002 年「Hyperwave を利用したオンライン英語学習教材のメタデータベース構

築の試み」外国語教育メディア学会関西支部大会 共同発表 
2003 年「Integration of Sound Media for Maximum Educational Results in Foreign 

Language Teaching 」 The 3rd International Conference on Technology in 
Teaching and Learning in Higher Education 共同発表 

2006 年「授業力―大学全入時代の大学英語教師」大学英語教育学会全国大会 シ
ンポジウム招待パネリスト発表 

2006 年「Speech Communication: Theory and Practice, Development of Public 
Speaking Skills」大学英語教育学会東北支部研究会 

2007 年「Integration of Digital Media for Maximum Educational Results in English 
Language Teaching」The 41st Annual TESOL Convention in Seattle 

2008 年「メディアを統合したスピーチコミュニケーションの新しい可能性」大

学英語教育学会全国研究大会 
2009 年「Introduction to Public Speaking for English Teachers」外国語教育メデ

ィア学会全国大会ワークショップ 
2010 年「高大連携を活用した互恵的教員養成の試み」大学英語教育学会大 49 回

記念国際大会 
2011 年「Effective Tasks for improving Speaking」大学英語教育学会第 50 回記

念国際大会 シンポジウム招待パネリスト発表 

野村　和宏
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2012 年「The Rhetoric of Contest Speech: Logos, Pathos, Ethos and Audience 
Involvement」大学英語教育学会第 51 回記念国際大会 

2013 年「Drama Production as Effective Cooperative Learning」大学英語教育学

会第 52 回記念国際大会 共同発表 
2016 年「学生の自律的学びを促す協同学習とその成果としての舞台発表の試み」

大学英語教育学会第 55 回記念国際大会 共同発表 
2018 年「オーラル・コミュニケーション・フェスティバル―学びの成果と今後

の展望」大学英語教育学会中部支部春季研究大会 共同発表 
2018 年「「共感」というコミュニケーション能力を高める英語パフォーマンス指

導―舞台表現の可能性」大学英語教育学会第 57 回国際大会 共同発表 
2019 年「Using Recording, Individual Feedback and Portfolios to Help Students 

Consciously Improve English Pronunciation 」 International Conference on 
Foreign Language Education and Technology 

2019 年「最小限の時間でクラス全員に毎時間スピーチ発表を」外国語教育メデ

ィア学会関西支部秋季研究大会 
2020 年「Oral Communication Work Enhanced via Online Classroom Activities 

(オンライン授業で発展するコミュニケーション活動)」第 3 回日本応用言語学

会学術交流集会 共同発表 
 
講講演演 
1993 年「コミュニケーションと英語―国際化の波の中で」帝塚山学院短期大学

特別講演会 
1993 年「パブリック・スピーキングとリーダーシップの指導」兵庫県教育委員

会・兵庫県立教育研修所主催高校英語教員対象講演会 
1995 年「英語授業活性化の試み―チョーク 1 本からマルチメディアまで」大阪

国際女子大学夏期教員研修会 
1996 年「ミニディスク利用の英語学習法」神戸市外国語大学創立 50 周年記念セミナー 
2000 年「Motivating Non-English Major College Students Using Springboard with 

the Help of PowerPoint, MiniDisc, and Gradebook 」 JALT Kansai Annual 
Meeting 

2000 年「スピーチの指導」文部科学省メディア教育開発センター(NIME) FD 研修会 
2002 年「学生の学びの意欲を高める外国語教育ストラテジー」甲南大学国際言

語文化センター言語教授法・カリキュラム開発研究会 
2004 年「 In Search for Maximum Educational Results in Foreign Language 

Teaching: Based on Empirical Study」日本独文学会第 9 回教授法ゼミナール 

野村 和宏先生　履歴・研究業績
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2005 年「英語スピーチ教育を考える」神戸研究学園都市ユニティ公開講座 
2006 年「大学語学教師への 10 のアドバイス」神戸大学国際コミュニケーション

センター・大学教育推進機構主催 神戸大学外国語教育 FD 研修会 
2007 年「Toward the Realization of Education: Collaboration Between Secondary 

and Tertiary Education」兵庫県高等学校教育研究会英語部会総会基調講演 
2007 年「英語コミュニケーション能力を高めるために」香川県教育センター平

成 19 年度英語教員指導力向上研修会 
2008 年「How Media Can Be Integrated to Promote English Education」佐賀県

教育委員会 ALT／JTE 指導力向上研修会 
2010 年「Be Prepared to Speak: Teachers as Public Speakers with Confidence 

and Presence」関西国際大学、JALT 共催第 8 回英語教育セミナー 
2010 年「今後の英語教育に求められるもの」兵庫県高等学校教育研究会英語部

会神戸支部総会基調講演 
2011 年「外国語授業の活性化をめざして―英語教育からロシア語教育へ活かす

もの」日本ロシア語教育学会セミナーワークショップ 
2012 年「日本人のための英語スピーチ教育」神戸市外国語大学市民講座 
2012 年「20 Years Ago I Was a Beginner: Conducting English Classes in English」

関西国際大学第 11 回英語教育セミナー基調講演 
2013 年「パブリック・スピーカーとしての英語教師―自信と存在感をもった教

師をめざして」関西外国語大学大学院英語教育特別研究講演 
2013 年「Conducting English Classes in English with Confidence and Presence」

鳥取県教育委員会外国語指導助手指導力向上研修会 
2013 年「生徒に英語の魅力を伝えたい―自信と存在感をもった英語教師をめざし

て」京都市教育員会・京都市立中学校教育研究会英語部会教育研究大会基調講演 
2013 年「読解からプレゼンテーションへ―学生の参加意欲を高める授業の工夫」

全国高等専門学校英語教育学会全国研究大会基調講演 
2014 年「パブリック・スピーチとプレゼンテーションの技法」神戸大学英語プ

レゼンテーションコンテスト 
2015 年「Conducting English Classes in English with Confidence and Presence」

三重県教育委員会外国語指導助手指導力向上研修会 
2015 年「英語運用力を高めるための英語発音知識と活用」神戸市教育委員会中

高英語教員指導力向上研修 
2015 年「英語リーディング授業の展開―読解からライティング、プレゼンテーシ

ョンへ」甲南大学国際言語文化センター言語教授法・カリキュラム開発研究会 
2016 年「新課程における英語指導の方法」堺市教育委員会中高英語教員研修会 
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2016 年「Conducting English Classes with Confidence and Presence as a Professional 
English Teacher」徳島県教育委員会外国語指導助手指導力向上研修会 

2016 年「英語力の向上を目指して―生徒・教師それぞれの力を伸ばすために」 

大分県教育委員会中高英語教員研修会基調講演 
2016 年「教室におけるスピーキング活動をさらに充実させるために―英語音声

学からスピーチ発表まで」福岡県私学教育振興会英語研修会 
2017 年「Team Teaching Revisited from the Viewpoint of Teachers as Public 

Speakers」山口県教育委員会 JET プログラム外国語指導助手指導力向上研修会 
2018 年「スピーキング指導―教室でのスピーキング活動からスピーチコンテス

トまで」和歌山県高等学校教育研究会英語部会総会基調講演 
2018 年「大学の Public Speech 授業」第 51 回近畿中高大英語教育連絡協議会 
2019 年「生徒の「話す力」を伸ばす英語スピーチ・プレゼンテーションの指導」

兵庫県高等学校教育研究会英語部会丹有支部研究大会 
2019 年「小・中・高の英語教育の連携―より良い英語教育を求めて」姫路市立

琴丘高等学校英語科教員研修会 
2019 年「新課程における英語授業の展開と同僚支援グループの構築」兵庫県高

等学校教育研究会英語部会東播磨支部総会 
2021 年「英語スピーチコンテストに向けた指導」兵庫県高等学校教育研究会英

語部会阪神支部研修会 
 
学学会会活活動動 
外国語教育メディア学会(LET) 元関西支部長 
大学英語教育学会(JACET) 会員 
日本音声学会 会員 
英語語法文法学会 会員 
ことばの科学会 会員 
 
受受賞賞 
1993 年 12 月 ジャパンタイムズ英語レシテーションコンテスト第 5 位 
1994 年 9 月  大学英語教育学会(JACET)賞 新人賞 
1998 年 12 月 ジャパンタイムズ英語レシテーションコンテスト第 5 位 
2003 年 9 月  大学英語教育学会(JACET)賞 実践賞 
 
社社会会活活動動 
公益財団法人山村育英会理事、同奨学生選考委員長 
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文部科学省・兵庫県教育委員会「英語によるコミュニケーション能力・論理的思

考力を強化する指導改善の取組」複数校で運営指導委員長 
文部科学省・兵庫県教育委員会 ICT 利活用研究 運営指導委員 
文部科学省・兵庫県教育委員会基礎学力向上推進会議委員 
文部科学省 SGH(スーパーグローバルハイスクール)複数校で運営指導委員 
神戸市教育委員会「国際都市神戸の英語教育を考える懇話会」座長 
神戸市立葺合高等学校 学校運営委員会委員長 
兵庫県立三木高等学校学校評価委員、学校評議員 
兵庫県立明石城西高等学校学校評価委員、学校評議員 
近畿地区高等専門学校英語プレゼンテーションコンテスト審査委員長 
兵庫県高校生英語スピーチコンテスト審査委員長 
兵庫県高校生英語ディベートコンテスト運営委員 
大阪府高校英語弁論大会審査委員長 
ホノルル市長杯全日本青少年英語弁論大会審査員 
チャーチル杯争奪全日本高等学校英語弁論大会審査員 
兵庫県立姫路西高等学校 SSH データサイエンスコンテスト審査委員長 
兵庫県立加古川東高等学校清流杯英語プレゼンコンテスト審査委員長 
 
高高校校等等ででのの講講演演 
関西学院高校、甲南女子高校、鈴鹿国際高校、関西福祉科学大学付属高校、兵庫

県立長田高校、兵庫県立兵庫高校、兵庫県立星陵高校、兵庫県立加古川東高校、

兵庫県立加古川西高校、兵庫県立姫路西高校、兵庫県立姫路南高校、兵庫県立網

干高校、兵庫県立相生高校、兵庫県立明石城西高校、兵庫県立尼崎小田高校、兵

庫県立鳴尾高校、兵庫県立宝塚西高校、兵庫県立宝塚高校、兵庫県立国際高校、

兵庫県立芦屋国際中等教育学校、兵庫県立三木高校、兵庫県立北須磨高校、兵庫

県立兵庫商業高校、大阪市立東高校、神戸市立葺合高校、姫路市立姫路高校、姫

路市立琴丘高校、和歌山県立星林高校、京都市立紫野高校 
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